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客の呼び込みをする大学生ら

約250人の参加者が24の班に分かれた分散会の様子 くす玉割りをした千代保育園・千栄分園の園児ら

３日間で目標を上回る人数が来場

７月２７日、竜東中学校区の小中連携・一貫教育の

取り組みの一つとして、開催されました。中学生、小

学生、地域の方が竜東中学校で一堂に会し、それぞ

れに地域への思いや願いを語り合いました。

　

７月２０日、耐震化に伴い建設を進めていた千代公

民館・自治振興センターの竣工式を行いました。

施設内には、つどいの広場や図書分館も併設し、

子育て支援にも配慮した建物になっています。

７月３０日～８月１日、東京都品川区の

青物横丁商店街で、南信州の農作物

産直フェアを行いました。

リニア中央新幹線の開通を見据え、

昨年から「南信州へおいでなんしょ！プ

ロジェクト」として、将来リニアでつなが

る品川区と飯田市との交流に取り組ん

でいます。また、首都圏在住の大学生

もこの取り組みに協力しています。

秋には、品川区内の他の商店街でも

物産展を開催する予定です。

リニアを見据え芽生える交流
「南信州へおいでなんしょ！」産直フェア

第３回ふるさと竜東の集い
地域みんなで語り合う

千代公民館・自治振興センター竣工
交流・防災の拠点として
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美博まつりで石に絵を描くワークショップ

雨の中、元気に踊る参加者

りんごん大賞を受賞した「浜っ子陽あたり３０」

７月２６日、川路の天竜川総合学習館でかわらんべ祭

りが行われ、子どもたちは小川で魚つかみなど普段でき

ない体験をしました。

８月２日・３日、美博まつりが行われ、人気のまが玉つく

りなど１７のワークショップに大勢の人が訪れました。

かわらんべ祭りで魚つかみを楽しむ子どもたち

８月９日、中心市街地で飯田りんごん

が行われました。

台風接近に伴い、開始前から降り始

めた雨にも負けず、１２１連、約８，８００人が

参加しました。おそろいの法被や個性豊

かなコスチュームを着て、「りんごんりん

ごんほいおいな」のかけ声と共に踊りな

がら練り歩くうちに、雨も小降りになり、

予定通りの時刻に終了となりました。

今年も飯田東中学校生徒がアルミ缶

回収を行い、ゴミ削減に取り組みました。

体験と感動の夏休み
第９回美博まつり・かわらんべ祭り’１４

第３３回飯田りんごん
台風にも負けず燃え上がる
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市 

長
　牧
野
光
朗

が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看

護
師
は
、
抗
が
ん
剤
治
療
に
よ
る

副
作
用
に
対
し
て
薬
や
ケ
ア
の
方

法
を
考
え
、
症
状
を
和
ら
げ
る
こ

と
を
専
門
と
し
た
看
護
師
で
す
。

が
ん
の
治
療
は
、手
術
、抗
が
ん
剤

治
療
、
放
射
線
治
療
が
あ
り
、そ

れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。ま
た
、
新
し
い
抗
が

ん
剤
が
次
々
と
開
発
さ
れ
、
薬
を

い
く
つ
か
組
み
合
わ
せ
た
治
療
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
患
者

様
の
使
用
す
る
薬
剤
や
治
療
法
か

ら
考
え
ら
れ
る
副
作
用
の
予
防
や

軽
減
す
る
方
法
を
考
え
て
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

抗
が
ん
剤
治
療
は
、が
ん
治
療

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す

が
、ほ
と
ん
ど
の
方
が
抗
が
ん
剤
に

よ
る
副
作
用
を
経
験
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、抗
が
ん
剤
が
、が
ん
細
胞

を
攻
撃
す
る
だ
け
で
な
く
、
正
常

な
細
胞
ま
で
攻
撃
し
て
し
ま
う
た

め
に
起
こ
り
ま
す
。

副
作
用
に
は
、
抗
が
ん
剤
を
使

っ
た
際
に
出
る
も
の
か
ら
数
日
〜

数
週
間
経
っ
て
か
ら
出
る
も
の
な

ど
が
あ
り
、ど
ん
な
副
作
用
が
出

る
か
は
使
用
す
る
抗
が
ん
剤
に
よ

っ
て
異
な
り
、
人
に
よ
っ
て
も
違
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
抗
が
ん
剤
に

は
、吐
き
気
や
脱
毛
だ
け
で
な
く
、

白
血
球
の
減
少
、口
内
炎
、下
痢
、

便
秘
、
だ
る
さ
、
手
足
の
し
び
れ
、

発
疹
が
出
る
な
ど
様
々
な
副
作

用
が
あ
り
ま
す
。治
療
を
し
て
い
る

か
ら
副
作
用
は
仕
方
が
な
い
と
思

っ
て
い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。し
か
し
、
辛
い
症
状
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
さ
ら
に
悪
化
し

て
し
ま
う
心
配
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
副
作
用
が
強
い
と
抗
が

ん
剤
の
減
量
、
中
止
を
考
え
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。治
療
を
続
け
る

た
め
に
、副
作
用
を
い
か
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
か
が
抗
が
ん
剤
治
療

に
お
い
て
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

最
近
で
は
、
治
療
を
外
来
で
行

う
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、
ご
自
宅
で
副
作
用
の
予
防
や

ケ
ア
を
し
て
頂
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。私
達
は
、症
状
を
和
ら
げ
る
薬

や
ケ
ア
の
方
法
を
一
緒
に
考
え
て

副
作
用
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る

よ
う
な
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
認
定
看
護
師
と
は

日
本
看
護
協
会
認
定
看
護
師
認
定
審
査

に
合
格
し
、あ
る
特
定
の
看
護
分
野
に
お
い

て
、熟
練
し
た
看
護
技
術
と
知
識
を
有
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
者
を
い
い
ま
す
。

市立病院　がん化学療法看護認定看護師

矢田賢一  看護師

抗
が
ん
剤
治
療
に
つ
い
て

そ
の 

１１６

地
域
に
飛
び
出
す
次
世
代
の
担
い
手
た
ち

今
年
の
市
政
懇
談
会
で
は

若
い
皆
さ
ん
の
発
言
が
特
に

注
目
さ
れ
ま
し
た
。
本
欄
そ

の
１
１
４
で
紹
介
し
た
丸
山

地
区
の
他
に
も
、遠
山
郷
（
上

村
地
区
・
南
信
濃
地
区
）
の

若
い
皆
さ
ん
に
よ
る
地
域
の

将
来
を
考
え
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
の
発
表
や
、
松
尾

地
区
の
中
学
生
・
大
学
生
の

リ
ニ
ア
時
代
に
向
け
た
意
見

発
表
な
ど
、
若
い
皆
さ
ん
が

積
極
的
に
発
言
す
る
地
区
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
（
市

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
平
成
２６

年
度
市
政
懇
談
会
レ
ポ
ー

ト
」
参
照
）。

こ
う
し
た
若
者
の
活
躍

は
、
最
近
の
取
り
組
み
を
振

り
返
っ
て
も
、「
ふ
る
さ
と

竜
東
の
集
い
」
に
お
い
て
思

い
の
こ
も
っ
た
発
言
を
す
る

小
中
学
生
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
大
学
生
と
と
も
に
地

域
を
学
ぶ
た
め
南
信
州
・
飯

田
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
を

受
講
す
る
飯
田
風
越
高
校
の

皆
さ
ん
、
飯
田
り
ん
ご
ん
の

踊
り
の
合
間
に
ア
ル
ミ
缶
回

収
に
勤
し
む
飯
田
東
中
の
皆

さ
ん
、
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
「
小

さ
な
世
界
都
市
」
実
現
に
向

け
て
夢
を
語
る
高
校
生

等
々
、
い
く
つ
も
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

丁
度
、
リ
ニ
ア
時
代
を
見

据
え
て
当
地
域
の
あ
り
方
を

考
え
、
実
践
し
て
い
く
た
め

の
「
南
信
州
次
世
代
会
議

（
仮
）」
の
立
ち
上
げ
に
向

け
た
メ
ン
バ
ー
も
募
集
さ
れ

て
い
ま
す
。
次
世
代
の
地
域

の
担
い
手
た
ち
の
今
後
の
更

な
る
活
躍
を
願
っ
て
止
み
ま

せ
ん
。



2014.9.1［広報いいだ］11

～ 大学生から
のメッセージ ～
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のメッセージ ～

学びの宝庫、飯
田学びの宝庫、飯
田

学びの宝庫、飯
田

No.１４

僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢
多くの人を救いたい

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

先月の 小林正樹 さん（羽場）からのリレー

　
　
　
　
　お
お
ま
え
　
　
　か
お
る

大
前

　薫
さ
ん
（
上
郷
）

現
在
３５
歳
と
な
る
私
で
す
が
、今
も
多
く

の
こ
と
を
現
役
で
実
行
し
て
い
ま
す
。
今
回

そ
の
中
の
三
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
は
、
柔
道
二
段
を
取
得
す
る
と
い
う

目
標
で
す
。
中
学
入
学
と
同
時
に
始
め
た

柔
道
。３
年
間
で
二
段
の
取
得
を
目
指
し
ま

す
。二

つ
目
は
、
英
検
一
級
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
、

ビ
ジ
ネ
ス
、旅
行
す
べ
て
に
お
い
て
必
要
な
語

学
。そ
の
努
力
の
証
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
英

検
一
級
取
得
を
今
年
中
に
実
現
し
ま
す
。

三
つ
目
は
、自
分
の
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
活

動
に
お
い
て
さ
ら
に
高
み
へ
と
上
が
る
た
め
の

目
標
達
成
を
今
年
中
に
実
現
し
ま
す
。

す
べ
て
に
お
い
て
順
風
満
帆
な
今
、
波
に

乗
っ
て
人
生
を
よ
り
素
晴
ら
し
い
も
の
に
し

ま
す
。

ふくざわ りょうすけ

福澤涼佑 さん
（飯田東中３年）

僕の将来の夢は医師になることです。僕

が小学校一年生の時、祖母が難病で入退院

を繰り返していました。その時に「僕が治

してあげたい」と強く思ったことがきっか

けです。

医師になるということは簡単なことでは

ありません。だからこそ、その職業の重さがあるように感じま

す。将来必ず医師となり祖母を治してあげること、そして同じ

ように難病に苦しむ人たちを助けてあげたいです。そのため

に、今自分のできること、一つ一つを精一杯頑張りたいです。

昨年の春、初めて飯田を訪れました。

中学生が懸命に育てたりんご並木や、人

形劇フェスタのお話、下栗の里の雄大な

景色と満点の星空に感激したことを覚え

ています。

あれから１年、大学の授業や公民館で

のインターンシップ、研究など、様々な場

面でお世話になってきました。その中で

感じた多くの魅力の中で、何よりも私が

惹きつけられたのは、「人」でした。

飯田市の方々は、皆さん本当に温かく、

とても居心地の良さを感じました。また、

「まちづくり委員会」や公民館と関わらせ

ていただく中で、地域のために活動され

る方の多さに驚きました。忙しい中時間を

割いて活動されるということは、なかなか

出来ることではありません。それを当たり

前のように、楽しんで行っていらっしゃる。

温かく、素敵な方が大勢いることが、飯田

市の何よりの強みのように感じました。

訪れる中で、私は飯田が大好きになり

ました。「また行きたい。」そう、心から思え

る地域に出会わせてもらったことを嬉しく

思います。

飯田の強み

成瀬 むつみ

東京農工大学大学院自然環境保全学専攻２年

（愛知県安城市出身）

なる せ

市公民館でのインターンシップ（左から２人目）



12［広報いいだ］２０１４.９.１



13２０１４.９.１［広報いいだ］



9月30日（火）までお取り扱い期間

最大引き下げ後金利 変
動

カーライフプラン・リピートプラン

年1.375％
【ご融資期間】10年以内 【ご融資金額】500万円以内 【ご返済方法】毎月元利均等返済（ボーナス返済も可能）
◆別途保証料0.78％（リピートプランは0.54%）をお借入時に一括でお支払いいただきます。

ローンセンター名古熊
飯田市鼎名古熊2514-1

70120-841-160
ローンセンター高森
高森町吉田2194-5

70120-441-160

●広報いいだ　掲載広告
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○
子
宮
頸
が
ん
検
診

　平
成
２７
年
１
月
３１
日
㈯

▼
問
い
合
わ
せ

　保
健
課

　健
康
推
進
係

　内
線
５
５
１
３

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

申
し
込
み

　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入

者
（
７５
歳
以
上
お
よ
び
６５
歳
以

上
の
方
で
一
定
の
障
害
の
あ
る

方
）
を
対
象
に
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
方

　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
で
、
現
在

高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
・
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
で

治
療
さ
れ
て
い
な
い
方

▼
日
時
（
期
間
）

　平
成
２７
年
２
月
末
ま
で

▼
場
所

　指
定
医
療
機
関

▼
内
容

　身
体
計
測
・
問
診
・
血
圧
測

定
・
尿
検
査
・
血
液
検
査
・

心
電
図
・
診
察

▼
申
込
期
限

　９
月
３０
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
保
健
課

　保
健
指
導
係

　

　内
線
５
５
１
９
・
５
５
１
３

○
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
保
健

師が
ん
検
診
の
通
知
を

確
認
く
だ
さ
い

　平
成
２６
年
度
各
が
ん
検
診
の

実
施
通
知
は
発
送
済
で
す
。
申

し
込
み
を
さ
れ
た
方
で
お
手
元

に
実
施
通
知
や
大
腸
が
ん
の
検

査
容
器
が
届
い
て
い
な
い
方

（
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
を

含
む
）
は
、
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

　実
施
期
間
終
了
後
は
、
が
ん

検
診
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
日
時
な
ど
を
確
認
い
た
だ

き
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
各
検
診
の
最
終
日

○
胃
・
大
腸
が
ん
検
診

　９
月
２６
日
㈮

○
乳
房
検
診
（
エ
コ
ー
検
査
）

　１０
月
２８
日
㈫

○
乳
房
検
診

　（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

　１２
月
２５
日
㈭

　長
野
県
が
定
め
る
「
飯
田
都

市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及

び
保
全
の
方
針
」
（
都
市
計
画

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

　８
月
～
１１
月
は
全
国
統
一

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
」
で

す
。　農

業
委
員
会
で
は
、
９
月
～

１１
月
に
農
業
委
員
・
協
力
員
が

巡
回
し
て
調
査
い
た
し
ま
す
。

　農
地
の
所
有
者
な
ど
は
、
農

地
の
保
全
お
よ
び
有
効
利
用
が

農
地
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
た
「
農
地
法
の
許
可
な

く
転
用
し
た
土
地
」
や
、「
長
期

間
耕
作
せ
ず
放
置
（
荒
廃
農
地

化
）
さ
れ
た
農
地
」
は
、
今
後

指
導
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　農
業
委
員
会
事
務
局

０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９  

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
変

更
案
に
つ
い
て
縦
覧
し
、
意
見

書
の
提
出
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

　９
月
１８
日
㈭
～
１０
月
２
日
㈭

　（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８

時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分
）

▼
縦
覧
場
所

　市
役
所
地
域
計
画
課
、
飯
田

建
設
事
務
所
整
備
課
（
飯
田

合
同
庁
舎
６
階
）
、
県
庁
都

市
・
ま
ち
づ
く
り
課

▼
意
見
書
の
提
出

　縦
覧
場
所
ま
た
は
長
野
県
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
あ
る
「
意
見

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
縦
覧
期
間
中
に
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
持
参
の
場
合
は
、
右
記
の

縦
覧
期
間
中
に
提
出
さ
れ
た

も
の
、
郵
送
の
場
合
は
、
縦

覧
期
間
最
終
日
ま
で
に
到
着

し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。）

　Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ

る
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
飯
田
建
設
事
務
所
整
備
課

０
２
６
５（
２
３
）１
１
１
１

　内
線
２
６
３
６

○
地
域
計
画
課

　内
線
２
７
４
１
、
２
７
４
３
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　「
私
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
が
欲
し
い
！
Ｐ
Ｒ

し
た
い
！
」、「
地
域
づ
く
り
事

業
の
ガ
ン
バ
リ
や
取
り
組
み
を

語
ろ
う
！
」
と
い
う
声
を
も
と

に
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　ム
ト
ス
飯
田
３０
周
年
。
ま
ち

づ
く
り
や
市
民
活
動
に
お
け
る

協
働
活
動
の
輪
を
広
め
ま
し
ょ

う
。

※
「
ム
ト
ス
」
と
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
「
～
を
し
よ
う

と
す
る
（
セ
ム
ト
ス
ル
）
」

と
い
う
自
発
的
な
意
志
力
を

表
し
た
、
飯
田
市
の
ま
ち
づ

つ
な
が
ろ
う
！

ム
ト
ス
飯
田
交
流
会

　ご
家
庭
で
飲
料
し
て
い
る
井

戸
水
が
、
飲
用
に
適
し
て
い
る

か
否
か
を
判
定
す
る
水
質
検
査

を
今
年
も
実
施
し
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
９
月
に
各
地
区

で
回
覧
さ
れ
る
文
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　環
境
課

　環
境
保
全
係

　内
線
５
２
４
８

井
戸
水
水
質
検
査

希
望
者
取
り
ま
と
め

飯
田
少
年
少
女
合
唱
団

第
２３
回
定
期
演
奏
会

 

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
澄
ん

だ
歌
声
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

　９
月
７
日
㈰

　午
後
２
時
開
演

　（
午
後
１
時
３０
分
開
場
）

▼
場
所

　飯
田
市
公
民
館
ホ
ー
ル

▼
料
金

　全
席
自
由

　５
０
０
円

　（
小
学
生
以
上
）

高
等
学
校
定
時
制
生
徒

生
活
体
験
発
表
大
会

　南
信
地
区
定
時
制
高
等
学
校

に
学
ぶ
生
徒
が
、
学
校
生
活
を

通
し
て
、
感
じ
、
学
ん
だ
貴
重

な
体
験
を
発
表
を
し
ま
す
。

▼
日
時

　９
月
２０
日
㈯

　午
前
１０
時
～
午
後
０
時
１５
分

▼
場
所

　鼎
文
化
セ
ン
タ
ー

※
参
加
費
無
料

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　

　飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
等
学

校
定
時
制
事
務
局

　松
原

０
２
６
５（
３
８
）７
１
２
２

　秀
水
美
人
画
美
術
館
で
は
５

月
に
亡
く
な
ら
れ
た
浅
井
秀
水

さ
ん
を
追
悼
し
、
「
秀
水
さ
ん

を
偲
ん
で
」
と
題
し
て
展
覧
会

出
品
作
品
を
中
心
に
、
第
８３
回

常
設
展
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

▼
期
間

　９
月
６
日
㈯
～
１２
月
４
日
㈭

▼
開
館
時
間

　

　午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で

▼
休
館
日

　月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

秀
水
美
人
画
美
術
館

展
示
替
え

く
り
･
地
域
づ
く
り
の
合
言

葉
で
す
。

▼
日
時

　９
月
７
日
㈰

　午
後
４
時
３０
分
～
６
時
３０
分

　（
２
時
間
程
度
）

▼
場
所

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

　３
階
会
議
室

▼
内
容
（
予
定
）

　各
団
体
か
ら
の
事
業
紹
介
や

活
動
発
表
（
形
式
方
法
は
問

わ
ず
）
、
フ
リ
ー
交
流
タ
イ

ム
、
軽
喫
茶
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　ム
ト
ス
飯
田
推
進
委
員
会
事

務
局
（
ム
ト
ス
ま
ち
づ
く
り

推
進
課

　市
民
協
働
係
）

　内
線
２
１
１
２

※
未
就
学
児
入
場
可
（
無
料
）

▼
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

　飯
田
市
公
民
館
、
飯
田
文
化

会
館

▼
団
員
募
集

○
練
習
日
時

　毎
週
土
曜
日

　午
後
４
時
～

６
時
（
見
学
可
）

○
練
習
場
所

　飯
田
文
化
会
館
ほ
か

○
対
象

　幼
稚
園
・
保
育
園
の
年
中
児

～
高
校
３
年
生

▼
問
い
合
わ
せ

　飯
田
文
化
会
館

　事
業
係

０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２

▼
観
覧
料

○
一
般

　２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

○
高
校
生

　１
５
０
円
（
１
２
０
円
）

○
小
中
学
生

　１
０
０
円
（
８０
円
）

※
（

　）
は
２０
人
以
上
の
団
体

料
金

※
上
郷
考
古
博
物
館
と
共
通
で

入
館
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　上
郷
考
古
博
物
館

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５



に

広告を掲載しませんか
広告掲載料金 ※１回の掲載当たり広告掲載料金 ※１回の掲載当たり

★縦５０mm × 横１８０mm

★縦５０mm × 横８９mm

２５,０００円

１４,０００円

■申し込み・問い合わせ／広報情報課　広報広聴係　内線２１２５

※申込方法など詳細は
お問い合わせいただくか
市ウェブサイトを
ご覧ください。
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楽
し
く
学
び
・
楽
し
く
ガ
イ
ド

飯
田
観
光
ガ
イ
ド
の
会

　平
成
８
年
１０
月
設
立
以
来
、

飯
田
・
下
伊
那
地
区
を
ご
案
内

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
飯
田

観
光
ガ
イ
ド
の
会
で
は
、
新
し

い
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　毎
月
の
例
会
と
研
修
会
を
通

じ
て
飯
田
・
下
伊
那
の
歴
史
や

文
化
を
学
習
し
、
観
光
客
へ
の

観
光
ガ
イ
ド
や
、
飯
田
駅
観
光

案
内
所
で
の
案
内
業
務
な
ど
の

活
動
を
行
い
、
飯
田
の
魅
力
を

多
く
の
方
に
伝
え
て
い
ま
す
。

▼
例
会

　毎
月
第
２
水
曜
日

　午
後
７
時
～
９
時

▼
現
地
研
修

　毎
月
第
２
木
曜
日

※
新
入
会
員
に
は
養
成
研
修
あ

り
▼
年
会
費

　１
０
０
０
円

▼
ガ
イ
ド
事
例

　市
内
観
光
・
や
ま
び
こ
マ
ー

　チ
・
和
菓
子
探
訪
・
遠
山
郷

（
ハ
イ
ラ
ン
ド
し
ら
び
そ
・

下
栗
の
里
）
な
ど

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
田
観
光
ガ
イ
ド
の
会

　事

務
局
（
飯
田
市
観
光
課
内
）

　内
線
４
６
６
５

　例
年
１１
月
３
日
に
開
催
し
て

い
る
「
飯
田
丘
の
ま
ち
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
折
句
を
募
集
し
ま
す
。
今
年

は
第
６０
回
を
迎
え
る
風
越
登
山

マ
ラ
ソ
ン
に
お
い
て
、
１０
年
ぶ

り
に
り
ん
ご
並
木
な
ど
中
心
市

街
地
ル
ー
ト
が
加
わ
る
と
い
う

こ
と
で
「
カ
・
ザ
・
コ
・
シ
」

を
頭
文
字
と
し
た
折
句
（
お
り

く
）
を
募
集
し
ま
す
。

　テ
ー
マ
は
「
ま
ち
づ
く
り
」

で
す
。

▼
作
品
例

「
カ
」
輝
く
未
来
へ
の

「
ザ
」
財
産
で
す

「
コ
」
こ
こ
り
ん
ご
並
木
が

「
シ
」
市
民
の
心
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
り
続
け
ま
す
よ
う
に

▼
募
集
期
間

９
月
１
日
㈪
～
１０
月
２０
日
㈪

（
必
着
）

▼
対
象

　ど
な
た
で
も
。

　（
お
一
人
様
３
作
品
ま
で
。）

▼
応
募
方
法

折
句
専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
、
応
募
フ
ォ

ー
ム
よ
り
投
稿
い
た
だ
く
か
、

http://oriku.nam
ikichan.com

/

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
、

作
品
、
住
所
、
氏
名
（
ペ
ン

ネ
ー
ム
）
、
年
齢
（
学
年
）
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載

応
募
作
品
は
受
付
順
に
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

そ
の
際
、
応
募
者
の
ペ
ン
ネ

ー
ム
（
空
欄
の
場
合
は
氏

名
）
を
掲
載
し
ま
す
。

▼
入
賞

○
最
優
秀
賞
１
点

　（
副
賞

　３
万
円
）

○
丘
の
ま
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

賞
１
点

ま
ち
づ
く
り
折
句
募
集

　（
副
賞

　飯
田
市
特
選
品
詰

め
合
わ
せ
１
万
円
相
当
）

○
ナ
ミ
キ
ち
ゃ
ん
賞
１０
点

　（
副
賞

　市
田
柿
）

▼
発
表

○
日
時

　１１
月
３
日
㈷

　午
後
３
時

○
場
所

　丘
の
ま
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

　（
本
町
１
丁
目
本
町
プ
ラ
ザ
）

▼
応
募
先

〒
３
９
５
―
０
０
４
４

本
町
２
―
１５

Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
い
だ
応
援
ネ
ッ
ト

イ
デ
ア

０
２
６
５（
５
６
）９
３
３
５

▼
問
い
合
わ
せ

商
業
・
市
街
地
活
性
課

内
線
４
６
５
０

飯田 丘のまちフェスティバル
マスコットキャラクター

「ナミキちゃん」



市の
ウェブサイト
をご覧くだ
さい

市の
ウェブサイト
をご覧くだ
さい

市の
ウェブサイト
をご覧くだ
さい
飯田市役所
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　飯
田
市
立
図
書
館
で
は
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

　１
人

▼
応
募
条
件

　図
書
館
司
書
ま
た
は
司
書
教

諭
の
有
資
格
者

▼
応
募
方
法

　履
歴
書
（
市
販
の
履
歴
書
に

顔
写
真
貼
付
）
を
提
出

▼
応
募
締
切

　

　９
月
１６
日
㈫
（
必
着
）

▼
選
考
方
法

　書
類
並
び
に
面
接
に
よ
り
決

定
▼
採
用
日

　１０
月
１
日
㈬

▼
給
与

　飯
田
市
臨
時
職
員
の
規
定
に

よ
る

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

図
書
館
臨
時
職
員
募
集

▼
日
時

○
１０
月
４
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
４
時
５０
分

○
１０
月
５
日
㈰

　午
前
１０
時
～
午
後
２
時
３０
分

▼
テ
ー
マ

　「
連
合
国
軍
（
米
軍
）
の
日

本
占
領
―
地
方
軍
政
部
隊
と

長
野
県
を
中
心
と
し
て
―
」 

▼
講
師

　荒
敬
さ
ん

　（
長
野
県
短
期
大
学
名
誉
教

授
） 

▼
場
所

　り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室

▼
受
講
料

　５
０
０
円

　（
２
日
間
共
通
資
料
代
）

※
１
日
の
み
、
１
講
義
の
み
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　歴
史
研
究
所

０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

０
２
６
５（
２
１
）１
１
７
３

飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア

第
７２
講
座

　９
月
１３
日
～
１２
月
２８
日
ま
で

開
催
す
る
ロ
ビ
ー
パ
ネ
ル
展

「
南
ア
ル
プ
ス
ジ
オ
パ
ー
ク
」

に
合
わ
せ
て
二
つ
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
地
球
の
石
こ
ろ
図
鑑
づ
く
り

○
期
日

・
９
月
１３
日
㈯

・
９
月
１５
日
㈷

○
時
間
（
両
日
と
も
）

　

　午
後
１
時
～
２
時
、
２
時
～

３
時
、
３
時
～
４
時
の
３
回

○
場
所

　

　美
術
博
物
館
正
面
ロ
ビ
ー

○
参
加
費

　２
０
０
円

○
定
員

　各
回
１０
人
（
先
着
順
）

▼
石
の
ス
タ
ン
プ
（
は
ん
こ
）

づ
く
り
と
砂
鉄
取
り

○
期
日

・
１０
月
５
日
㈰

・
１０
月
１９
日
㈰

○
時
間
（
両
日
と
も
）

　午
後
１
時
～
４
時

○
場
所

　美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

○
参
加
費

　２
０
０
円

○
定
員

　各
回
２０
人
（
先
着
順
）

美
博
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

▼
図
書
館
特
別
資
料
展

　「
発
掘
！
郷
土
の
す
ご
い
人

～
飯
田
か
ら
全
国
へ
、
そ
し

て
世
界
へ
～
」

○
内
容

　

　飯
田
出
身
で
全
国
的
に
活
躍

し
た
、
江
戸
時
代
の
商
人
後

藤
三
右
衛
門
、
陶
芸
家
北
一

明
、
ヤ
ク
ル
ト
の
開
発
者
代

田
稔
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
展
示
し
ま
す
。

○
期
間

　９
月
２７
日
㈯
～
１０
月
５
日
㈰

○
場
所

　中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

○
開
館
時
間

　火
曜
日
～
日
曜
日

　午
前
１０

時
～
午
後
６
時
（
木
曜
日
は

午
後
８
時
ま
で
）

○
休
館
日

　毎
週
月
曜
日
、
第
４
金
曜
日

▼
林
望
（
は
や
し
の
ぞ
む
）
講
演
会

○
演
題

　「
リ
ン
ボ
ウ
先
生
、『
源
氏
物

語
』
を
語
り
人
間
を
語
る
」

第
１４
回
図
書
館
ま
つ
り

　上
伊
那
で
大
人
気
の
お
父
さ

ん
た
ち
の
読
み
き
か
せ
グ
ル
ー

プ
が
飯
田
市
に
初
登
場
！

　お
父
さ
ん
た
ち
の
楽
し
い
読

み
き
か
せ
や
ギ
タ
ー
演
奏
を
ご

家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　９
月
７
日
㈰

　午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

▼
場
所

　上
郷
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

▼
参
加
費

　無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　上
郷
図
書
館

０
２
６
５（
５
２
）２
５
５
１

伊
那
の
パ
パ‘
Ｓ

絵
本
ラ
イ
ヴ

○
講
師

　林
望
さ
ん
（
作
家
・
書
誌
学

者
・
国
文
学
者
）

○
日
時

　１０
月
４
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

　（
開
場
午
後
１
時
）

○
場
所

　鼎
文
化
セ
ン
タ
ー

　

○
入
場
料

　５
０
０
円

　

○
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
窓
口

　中
央
・
鼎
・
上
郷
図
書
館
、

鼎
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ

　

　中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６



18［広報いいだ］２０１４.９.１

　求
人
票
や
労
働
契
約
書
の
見

方
だ
け
で
な
く
、
自
分
自
身
が

主
体
的
に
働
く
う
え
で
の
価
値

観
を
考
え
な
が
ら
、
よ
い
企
業

選
び
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

　な
お
、
こ
の
講
座
は
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
信
州
と
の
共
催
で
開
催

し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　後
悔
し
な
い
企
業
選
び
の
コ

ツ
▼
日
時

　９
月
２６
日
㈮

　午
後
１
時
～
４
時

　受
付
午
後
０
時
５０
分
～

▼
場
所

　り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室

▼
講
師

　山
本
亨
さ
ん

　（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
・

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
地
域
キ

ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

▼
人
数

　１５
人
（
申
込
順
）

▼
申
込
方
法

　電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　い
。

▼
申
込
締
切

　９
月
２４
日
㈬

就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
い
だ

０
２
６
５（
５
３
）８
９
６
６

　ご
夫
婦
、
親
子
、
兄
弟
な
ど

と
い
っ
し
ょ
に
、
楽
し
く
料
理

を
し
て
い
た
だ
き
、
試
食
を
し

ま
す
。
カ
ッ
プ
ル
、
カ
ジ
メ
ン

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
し
ま
す
。

　今
回
は
、
食
欲
の
秋
中
華
料

理
を
テ
ー
マ
に
実
習
と
試
食
を

行
い
ま
す
。

▼
対
象

　市
内
に
お
住
ま
い
の
２０
歳
以

上
の
方

▼
日
時

　１０
月
５
日
㈰

　午
前
１０
時
～
午
後
１
時

▼
場
所

　飯
田
友
の
会

　

　（
高
羽
町
６
丁
目
１
０
８
）

▼
内
容

　餃
子
、
塩
鮭
と
大
豆
の
煮
込

み
、
ほ
う
れ
ん
草
と
豆
腐
の

ス
ー
プ
、
デ
ザ
ー
ト

▼
定
員

　３０
人
（
先
着
順
）

▼
費
用

　５
０
０
円

▼
持
ち
物

　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン

ダ
ナ
）、
筆
記
用
具

第
４
回
男
女
共
同
参
画

カ
ジ
メ
ン
料
理
教
室

▼
申
込
方
法

　電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　１０
月
２
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　男
女
共
同
参
画
課

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
０

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
８

danjo@
city.iida.nagano.jp

　こ
こ
ろ
の
健
康
と
い
う
視
点

で
の
講
座
で
す
。
予
防
の
観
点

か
ら
も
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　９
月
２４
日
㈬

　午
後
６
時
３０
分
～
８
時

▼
場
所

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
３
階

　第
１
・
２
講
習
室

　

▼
講
師

 

　御
子
柴
由
紀
子
さ
ん

　（
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▼
内
容

　「
ス
ト
レ
ス
の
上
手
な
つ
き

合
い
方
」
～
こ
こ
ろ
の
癖
を

知
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
と
上
手

に
つ
き
あ
お
う
～

▼
受
講
料

　無
料

▼
定
員

　３０
人

▼
申
込
締
切

　９
月
２２
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　子
育
て
支
援
課

　子
育
て
支
援
係

　内
線
５
３
４
６

０
２
６
５（
２
２
）８
１
３
３

icjid
o
u
r4
@
city
.iid
a
.

n
a
g
a
n
o
.jp

第
２
回
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

・
バ
ラ
ン
ス
推
進
講
座

　新
た
に
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
★

若
返
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
」

を
開
講
し
ま
す
。

　ス
ト
レ
ッ
チ
や
簡
単
筋
ト
レ

で
カ
ラ
ダ
を
引
き
締
め
、
コ
コ

ロ
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
腰
痛
・

肩
こ
り
・
ひ
ざ
痛
な
ど
の
予
防

・
改
善
に
よ
り
姿
勢
も
若
く
さ

っ
そ
う
と
歩
き
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
（
３
カ
月
単
位
）

　１０
月
～
１２
月
（
全
１２
回
）

▼
日
時

　毎
週
水
曜
日

　

　午
後
１
時
３０
分
～
２
時
４５
分

▼
受
講
料

　１
２
９
６
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　サ
ン
ヒ
ル
ズ
い
い
だ

０
２
６
５（
２
６
）７
０
９
０

　伊
那
谷
の
自
然
に
つ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
学
び
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
生
物
講
座

○
テ
ー
マ

　高
山
へ
登
る
雑
草
た
ち

○
日
時

　９
月
１１
日
㈭

　午
後
７
時
～
９
時

○
講
師

　渡
邊
修
さ
ん

　（
信
州
大
学
准
教
授
）

○
場
所

　美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

※
正
面
向
か
っ
て
右
側
の
屋
上

へ
上
が
る
階
段
か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
。

▼
地
質
講
座

○
テ
ー
マ

　大
鹿
村
中
央
構
造
線
博
物
館

２０
周
年
の
講
演
か
ら

○
日
時

　９
月
２３
日
㈷

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

○
講
師

　河
本
和
朗
さ
ん

　（
大
鹿
村
中
央
構
造
線
博
物

館
学
芸
員
）

○
場
所

　美
術
博
物
館
講
堂

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
博
の
自
然
講
座

サ
ン
ヒ
ル
ズ
い
い
だ

新
講
座
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開催日

交通規制時間

交通規制区間

主なイベント

問い合わせ

りんご並木歩行者天国に
ぜひお越しください。

商業・市街地活性課
内線４６５０

９月７日（日）

午前９時～午後５時

りんご並木（知久町～通り町）
※本町とりんご並木の交差点は、
車両通行できません。

（午前１０時～午後４時）

◎移動釣り堀

◎ダンスイベント

◎バンド、フォークなどの
音楽ライブ

◎フランクフルト、五平 もち、
かき氷などの販売

◎オープンカフェ
※天候などにより内容が変更となる
場合があります。

まちかど音楽祭
ｉｎ

りんご並木

まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭まちかど音楽祭
ｉｎｉｎｉｎｉｎｉｎ

りんご並木りんご並木りんご並木りんご並木りんご並木りんご並木りんご並木りんご並木りんご並木りんご並木

まちかど音楽祭
ｉｎ

りんご並木

　初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る

方
が
一
緒
に
楽
し
く
学
ぶ
、
初

心
者
向
け
の
教
室
で
す
。

▼
対
象

　市
内
に
居
住
す
る
６０
歳
以
上

で
、
パ
ソ
コ
ン
に
初
め
て
触

れ
る
方

▼
日
時

　１０
月
１
日
㈬
～
１１
月
２２
日
㈯

　毎
週
水
・
土
曜
日
（
全
１６

回
）
午
前
１０
時
～
正
午

▼
場
所

　飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

　（
松
尾
明
）

▼
内
容

　ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
・
メ
ー
ル
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎

▼
受
講
料

　２
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

▼
定
員

　先
着
２０
人

　（
最
少
開
講
人
数
８
人
）

▼
申
込
締
切

　９
月
２５
日
㈭

▼
申
し
込
み

　飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

０
２
６
５（
２
２
）５
１
１
１

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込

み
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
し

込
み
時
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　長
寿
支
援
課

　内
線
５
３
８
４

　飯
田
下
伊
那
８
病
院
共
催
で

再
就
職
支
援
研
修
会
を
実
施
し

ま
す
。

▼
期
日

　９
月
２６
日
㈮
・
１０
月
３
日
㈮

・
１０
日
㈮
・
１７
㈮
日
の
全
４

回

▼
時
間

　

　午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

▼
会
場

　飯
田
市
立
病
院
新
講
義
室

▼
対
象

○
看
護
師
、
助
産
師
、
准
看
護

師
（
再
就
業
を
希
望
さ
れ
る

方
な
ど
）

▼
受
講
料

　無
料

▼
託
児

　要
相
談

▼
申
込
締
切

　９
月
１１
日
㈭

▼
共
同
開
催
施
設

　飯
田
病
院
・
輝
山
会
記
念
病

院
・
健
和
会
病
院
・
県
立
阿

南
病
院
・
下
伊
那
厚
生
病
院

・
下
伊
那
赤
十
字
病
院
・
瀬

口
脳
神
経
外
科
病
院
・
飯
田

市
立
病
院

　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
田
市
立
病
院

　看
護
部

　

０
２
６
５（
２
１
）１
２
５
５

再
就
職
支
援
研
修
会

飯田市立病院からの
お知らせ

飯田市立病院の外来診療受付時間は

時間内の受付にご理解とご協力をお願いします。

午前８時３０分～
　   午前１１時３０分です。

● 問い合わせ　　　　０２６５-２１-１２５５

「防災行政無線」の放送内容を電話で
聞けます。 （通話料無料）

■問い合わせ　 　危機管理室　　内線２４３２

０１２０－９１５－４６０
※ 携帯電話からもかかります

市役所への電話の掛け方市役所への電話の掛け方市役所への電話の掛け方

に電話します。

市役所の電話交換手がでます。

市役所の担当部署に電話がつながります。

お知らせに記載してある４桁の内線番号をお告げください。

0265-22-45110265-22-4511

シ
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室
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各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

家庭児童相談 りんご庁舎２階

りんご庁舎３階

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

りんご庁舎３階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３０２

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００

教育委員会棟
３　階

教育相談室
内線３５８１

専用電話（ＦＡＸ兼用）
☎０２６５（５３）８７３０

１０月１４日㈫
１３：００～１６：００

総務文書課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則

本人確認が
できる書類と
写真１枚が
必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

９月２２日㈪
１０月２７日㈪

１３：３０～、１５：００～

市　役　所
保 健 センター

保健課保健指導係
内線５５１５
（予約制）

障害のある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障害者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消 費 者 相 談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

男女共同参画課
内線５３５５

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法 律 相 談
（現在係争中の

ものは除く）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００
受付１５：３０まで

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

飯田商工会議所
（ 常 盤 町４１）

ジョブカフェいいだ
☎０２６５（５３）８９６６
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制・無料）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：３０
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３２４

９月１６日㈫
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５３５１
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週木・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週金曜日
１３：００～１７：００

市民証明コーナー
（りんご庁舎２階）

毎月第１・
第３木曜日

１３：００～１６：００
※希望の方は
　前日午後５時
　までに申し込む

飯田勤労者
福祉センター

産 業 振 興 課
☎０２６５（５３）６０７８

南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外

国

語

相

談

外国人総合
相談窓口

（市役所本庁舎
１階）

男女共同参画課
内線５３５１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

高齢者の介護や
福祉などの相談

成年後見相談

の

相

談

女

性

の

た

め

心
配
ご
と
相
談

☎０２６５（５３）３１８７いいだ成年後見支援センター

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６０（３４）１０６６

いいだ地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター

りんご庁舎２階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特 別
（法律的）

一 般

ポルトガル語

タガログ語
英 語

中 国 語

巡回労働相談

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１
市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

ご　　注　　意

トップヒルズ通り町駐車場をご利用くださいトップヒルズ通り町駐車場をご利用くださいトップヒルズ通り町駐車場をご利用くださいトップヒルズ通り町駐車場をご利用くださいトップヒルズ通り町駐車場をご利用くださいトップヒルズ通り町駐車場をご利用くださいトップヒルズ通り町駐車場をご利用くださいトップヒルズ通り町駐車場をご利用ください

★利用料／１時間まで無料
（６：００～１８：００）以降３０分　１００円

（１８：００～６：００）以降３０分　　５０円
※市営駐車場の駐車サービス券が利用できます。

★利用時間／２４時間　　　★駐車台数／９３台

◎問い合わせ／商業・市街地活性課　内線４６５０

４月にオープンしました『トップヒルズ通り町駐車場』は、８月１日から夜間料金が変更となりました。

まちなかイベントやショッピングがとても便利になりました。ぜひ、ご利用ください。

１８時（夜間時間帯スタート時刻）前に入庫、または、朝６時

（夜間時間帯終了時刻）より後に出庫した場合、夜間時間

帯以外は、昼間時間帯（６：００～１８：００）の料金の３０分毎

１００円がかかります。

新料金

川本人形美術館

信金本店

トップヒルズ第２ビル

本町駐車場

りんご並木

りんご庁舎
知
久
町
１
丁
目

本
町
１
丁
目

通
り
町
１
丁
目

動物園

銀座３丁目

トップヒルズ
通り町駐車場

★
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平成２５年度　「ふるさと飯田応援隊」（ふるさと納税）の
結果をお知らせします

平成２５年度　「ふるさと飯田応援隊」（ふるさと納税）の
結果をお知らせします

平成２５年度におきましても、ふるさと飯田応援隊（ふるさと納税）の取り組みに対しまして、
多くの皆さまからご寄附をいただくことができました。

皆さまのご厚志に感謝を申し上げるとともに、寄附金の使途について、下記のとおりお知らせいたします。

リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金に積み立てさせていただ
きました。

天龍峡の再生・活性化を目指した誘客企画や人材育成、情報発
信などの取り組みに活用させていただきました。

ＵＩターン希望者の方への就業、住居、生活などの相談対応を行っ
ている人材誘導窓口「結いターンキャリアデザイン室」の運営に活
用させていただきました。

日本最大の人形劇の祭典「いいだ人形劇フェスタ２０１３」の運営に
活用させていただきました。（参加劇団数３７６劇団・１,８８４人、上演
会場・公演数約１３０会場・５０９ステージ、観劇者数４７,０３３人）

社会福祉施設整備基金に積み立てさせていただきました。

りんご並木の保全活動に活用させていただきました。

ふるさと基金に積み立てさせていただきました。今後、飯田駅前
の整備が具体化してきた時に活用させていただきます。

観光イベントや施設整備に活用させていただきました。

市立図書館の図書購入費に活用させていただきました。

リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金に積み立てさせていただ
きました。

２３５,０００

２３５,０００

２８０,０００

１０,０００

２６,０３２

５０,０００

８２,０００

３０,０００

１０,０００

１,４４５,０００

２,４０３,０３２

６

４

５

１

１

１

１

１

１

１１

３２

１　リニア飯田駅の応援

２　飯田の観光・文化の応援 

３　飯田の人材育成・
　　人材誘導の応援

４　人形劇のまちづくりの応援 

合　　　　計

６　特定 の　
　　事業 なし

社会福祉のために

りんご並木の保全

現飯田駅前の整備

南信濃地区の観光
振興のために

図書館の蔵書拡充
の応援

飯田市政全般

５　その他

活用事業 件数 金　額（円） 内　　　　　容

「いいだ暮らしの便利帳」の
一部表記を訂正します。
「いいだ暮らしの便利帳」の
一部表記を訂正します。
「いいだ暮らしの便利帳」の
一部表記を訂正します。
「いいだ暮らしの便利帳」の
一部表記を訂正します。
７月～８月にかけて各ご家庭にお配りし
た「いいだ暮らしの便利帳」の記事中、
誤解を与える表現がありましたので、お
詫びして以下のとおり訂正いたします。

１３３ページ左段　「墓地の種類」

「墓地を買う」というのは、霊園などの一定の区画の「永代使用権
を取得」することです。契約によって管理費を納め、（以下省略）

「墓地を買う」というのは、墓地用の土地を購入する方法（※脚注
参照）の他に、霊園などの一定の区画の「永代使用権を取得」す
る方法があります。後者の場合、契約によって管理費を納め、
（以下省略）

※脚注：但し、墓地として使用するためには、別途許可が必要です。

【
訂
正
前
】
【
訂
正
後
】▲

問い合わせ／広報情報課　内線２２１２、２１２５
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届出を怠ると、申請者本人（お施主）及び

指定工事店に対して過料が科せられます。

◎書類の提出忘れを含む無届工事があった

場合には､申請者及び指定工事店に対して

５万円以下の過料が科せられます

（飯田市下水道条例〔平成１３年飯田市条例

第３０号〕第５０条第１項第１号及び第４号。

飯田市農業集落排水処理施設条例〔平成

１３年飯田市条例第２９号〕第４１条第１項

第１号及び第４号）

◎偽りその他不正な手段により下水道使用料

等の徴収を免れた場合､使用者に対して

「徴収を免れた金額の５倍に相当する金額

（その金額が５万円を超えない場合は５万

円）以下の過料」が科せられます

（飯田市下水道条例〔平成１３年飯田市条例

第３０号〕第５０条第２項。飯田市農業集落排

水処理施設条例〔平成１３年飯田市条例第

２９号〕第４１条第２項）

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

下水道整備は、水環境の改善・向上に寄与しています。

「下水道の日」を機に、下水道の大切さを再確認しましょう。

下水道整備は、水環境の改善・向上に寄与しています。

「下水道の日」を機に、下水道の大切さを再確認しましょう。

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
で

は
、
生
活
排
水
は
遅
滞
な
く
、
ト
イ

レ
は
３
年
以
内
に
下
水
道
へ
接
続
す

る
よ
う
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域

で
、
ま
だ
接
続
工
事
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
計
画
的
に
準
備
を
進
め
て
い

た
だ
き
、
早
め
の
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
合
併
処
理
浄
化
槽
を
お

使
い
の
方
は
、
下
水
道
へ
の
切
り
替

え
を
お
願
い
し
ま
す
。

速
や
か
に
接
続
い
た
だ
け
る
よ
う
、

市
で
は
次
の
支
援
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

○
貸
付
あ
っ
せ
ん
と
利
子
補
給
制
度

水
洗
化
工
事
費
用
の
８
割
を
限
度

に
、
１０
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
の
範
囲

で
貸
付
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

借
り
受
け
た
資
金
に
か
か
る
利
子

に
つ
い
て
、
年
利
率
の
２
分
の
１（
４
％

が
限
度
）を
市
が
補
助
し
ま
す
。

○
引
込
管
制
度

私
道
部
分
の
下
水
道
工
事
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
下
水
道
を
使
用
す

る
方
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
既
存
の
住
宅
３
戸
以
上
の

方
が
共
同
で
位
置
指
定
道
路
な
ど
に

布
設
す
る
場
合
に
は
、
工
事
費
の
一

部
を
負
担
す
る
こ
と
と
、
各
ご
家
庭
が

直
ち
に
接
続
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
市

が
下
水
道
工
事
を
行
い
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
を

下
水
道
の
宅
内
排
水
設
備
工
事

は
、
市
が
認
定
し
た
「
指
定
工
事
店
」

し
か
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
工
事

な
ど
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
専
門
業

者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

（
２４
ペ
ー
ジ
に
一
覧
表
を
掲
載
）

下
水
道
へ
流
さ
な
い
で

工
事
は

指
定
工
事
店
で

台
所
の
調
理
く
ず
、
天
ぷ
ら
油
な

ど
の
食
用
廃
油
や
、
布
、
ビ
ニ
ー
ル
、

紙
お
む
つ
な
ど
の
水
に
溶
け
な
い
も
の

を
下
水
道
へ
流
す
と
、
下
水
道
管
が

詰
ま
っ
た
り
、
下
水
処
理
場
で
の
水

処
理
に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

正
し
く
ご
使
用
い
た
だ
く
よ
う
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

○
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
を
使
わ
な
い

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
は
、
流
し
台
に
設

置
し
、
野
菜
く
ず
や
魚
の
骨
な
ど
生

ご
み
を
砕
い
て
、
水
と
一
緒
に
下
水

道
に
流
す
装
置
で
す
。
飯
田
市
で
は
、

下水道接続は届出が
義務付けられています
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下
水
道
が
使
用
で
き
な
い
区
域
で

は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、

生
活
排
水
の
汚
れ
を
浄
化
し
、
き
れ

い
に
し
た
水
を
河
川
に
放
流
し
ま
す
。

下
水
道
整
備
計
画
の
な
い
地
域
に
、

要
件
を
満
た
し
た
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
場
合
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

●下水道の使用料について
経営管理課　内線５２５２

●下水道、合併浄化槽について
下水道課　　内線５２８９

●簡易浄化槽（の管理）について
環境課　　　内線５２４８

市では、清潔で快適な生活環境を実現し、環境
負荷を低減するため、公共下水道、農業集落
排水、合併処理浄化槽による水洗化を進めて
います。現在の普及率は９６％となりました。
ぜひ、水洗化にご協力ください。

合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を

し
尿
以
外
の
生
活
排
水
を
処
理
す

る
た
め
の
簡
易
浄
化
槽
（
沈
殿
槽
）

は
、
３
か
月
に
１
回
程
度
の
汚
泥
の

く
み
取
り
が
必
要
で
す
。
適
切
な
管

理
に
努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。 適

切
な

簡
易
浄
化
槽
管
理
を

生
ご
み
は
「
燃
や
す
ご
み
」
と
し
て

扱
う
と
と
も
に
堆
肥
化
を
推
進
し
て

い
ま
す
が
、
下
水
道
施
設
に
影
響
の

あ
る
「
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
」
の
使
用

は
条
例
に
よ
っ
て
禁
止
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル

　
　作
品
募
集

下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル

　
　作
品
募
集

●主催
(公社）日本下水道協会
㈱日本水道新聞社
（日本下水道新聞）

●応募期限

１０月１７日㈮
●応募先、
問い合わせ
〒３９５－８５０１
飯田市大久保町２５３４
飯田市　上下水道局
経営管理課
「下水道いろいろコン
クール」作品募集係

※応募された全作品は、飯田市で
まとめて主催者に送付します。

応
募
資
格
◆

応
募
規
定
◆

応
募
方
法
◆

応
募
方
法
◆

◎
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◎
入
賞
作
品
の
版
権
、使
用
権
お
よ
び
著
作
権
は
、主
催
者

に
帰
属
し
ま
す
。

発

表
◆

表

彰
◆

応
募
資
格
◆

応
募
規
定
◆

応
募
方
法
◆

応
募
資
格
◆

応
募
規
定
◆

応
募
方
法
◆

下

水

道

の

役

割

学
年

　
氏

　　
名

（小学校高学年）

下

水

道

と

環

境

学
年

　
氏

　　
名

（中学生）

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
の
下
水
道
を
、も
っ
と
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
下
水
道
に
つ
い
て
自
由
に
表
現
し
た
絵

画
・
ポ
ス
タ
ー
、作
文
、書
道
、標
語
、新
聞
を
募
集
し
ま
す
。

小
・
中
学
生

Ｂ
４
〜
Ａ
２
判
以
内
。画
材
は
特
に
問
い
ま
せ
ん
。

ポ
ス
タ
ー
と
し
て
応
募
す
る
場
合
は「
９
月
１０
日

下
水
道
の
日
」の
文
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

作
品
の
裏
面
に
学
校
名
、学
年
、氏
名
を
明
記

小
・
中
学
生

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
使
用
。

小
学
校
低
学
年

　
３
枚
以
内

小
学
校
高
学
年

　
４
枚
以
内

中
学
生

　
　
　
　
５
枚
以
内

※
自
筆（
Ｈ
Ｂ
ま
た
は
Ｂ
）の
こ
と

作
品
に
は
タ
イ
ト
ル
の
ほ
か
に
学
校
名
、学
年
、

氏
名
を
明
記

作
品
に
は
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
明
記

小
・
中
学
生

半
紙
を
縦
長
で
使
用 

※
楷
書
・
行
書
に
限
り
ま
す

作
品
の
左
端
に「
学
年
、
氏
名
」を
墨
書
き（
台

紙
は
不
要
）

平
成
２７
年
３
月
下
旬

機
関
誌
・
新
聞
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る

平
成
２７
年
７
月
２８
日（
下
水
道
展 

’１５
大
阪
）

（小学校低学年）

下   

水

ど   

う

学
年

　
氏

　　
名

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門

作
文
部
門

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門

作
文
部
門

書
道
部
門

賞 

発
表
・
表
彰

応
募
資
格
◆

応
募
規
定
◆
制
限
な
し

ハ
ガ
キ
１
枚
に
作
品
１
点

応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

標
語
部
門

標
語
部
門

書
道
部
門

応
募
資
格
◆

応
募
規
定
◆

応
募
方
法
◆

小
・
中
学
生

Ｂ
４
、Ａ
３
〜
模
造
紙
大
以
内
と
し
、用
紙
の
片
面
に

新
聞
形
式
で
編
集
、
製
作
さ
れ
た
手
作
り
の
新
聞


自
筆
、ワ
ー
プ
ロ
、
絵
、
写
真
入
り
カ
ラ
ー
な
ど

の
表
現
方
法
は
自
由


下
水
道
の
特
集
ま
た
は
紙
面
の
半
分
以
上
を

下
水
道
を
テ
ー
マ
に
取
材
、編
集
し
て
紙
面
構

成
さ
れ
た
も
の


作
品
の
裏
面
に
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
（
複

数
の
場
合
は
、グ
ル
ー
プ
名
）を
明
記

新
聞
（
学
校
・
学
級
・
学
習
）
部
門

新
聞
（
学
校
・
学
級
・
学
習
）
部
門

賞 

発
表
・
表
彰

げ
す
い
ど
う

　

み
ず
の
み
ら
い
を

　
ま
も
る
み
ち 

（
平
成
２５
年
度
下
水
道
推
進
標
語
）

げ
す
い
ど
う

　

み
ず
の
み
ら
い
を

　
ま
も
る
み
ち 

（
平
成
２５
年
度
下
水
道
推
進
標
語
）

共
通
応
募
規
定

課
題
・
書
き
方
の
配
列
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▼飯田市指定給水装置工事事業者 （水道）

▼飯田市下水道排水設備指定工事店 （下水道）
平成２６年８月１日現在　全７４社

三日市場

三日市場

三日市場

中村

中村

中村

育良町１丁目

鼎下山

鼎下山

鼎上山

久米

鼎一色

鼎名古熊

鼎名古熊

上郷黒田

上郷黒田

上郷飯沼

上郷飯沼

上郷飯沼

上郷別府

上郷別府

上郷別府

南信濃和田

南信濃和田

南信濃和田

南信濃和田

松川町上片桐

高森町下市田

高森町山吹

高森町山吹

喬木村阿島

喬木村阿島

喬木村阿島

豊丘村神稲

阿智村駒場

下條村睦沢

阿南町西條

阿南町北條

中川村葛島

髙本建設㈱

明和工業㈱

神稲建設㈱   

㈲家庭風呂センター松村

飯田工業㈱

㈱タイシン工業

飯田機工㈱

㈲アクセス

ダイワ設備㈱

伊藤設備工業㈲

㈱シノダ設備

関口工業㈲

㈱東設

アウタ・ビット

㈲冨士設備

中部住器㈱飯田営業所

二吉建設㈱

田中工業㈲

小池建設㈱

㈲小笠原鋼業

㈱内山組

㈲藤平工業

㈱下平組

㈱カリス

㈱飯田ハマネツ

三笠設備㈱

竜西建設㈱

宮島住設

髙島建設㈱

㈲環境システム

㈲シミズ

㈲ハーモニアース原

㈲代田工業

㈱中野設備

２４－２１３５

２４－６６７７

５９－７０１１

２２－５１３０

２２－６３４６

２３－５４２４

２２－１９３３

２２－３５５３

２２－２３８２

２３－３４７４

２３－５７５２

２４－５２３９

２３－６２１１

５２－６３０１

２４－２４２４

２４－８５６１

２９－８２２２

２９－８３２７

２８－８１００

２９－７１１３

２９－７０３２

５９－２５３７

２９－７１２８

５９－２１３１

２６－７０００

２６－９３４７

２６－７９５０

２６－６１２２

２６－７２５５

２６－９７４８

２７－２０６２

２８－７１１１

２５－７９６６

２５－９５３３

大門町

本町２丁目

箕瀬町２丁目

羽場坂町

松川町

羽場仲畑

丸山町１丁目

丸山町１丁目

丸山町４丁目

今宮町２丁目

白山町３丁目

座光寺

座光寺

松尾上溝

松尾代田

下久堅下虎岩

下久堅下虎岩

下久堅下虎岩

上久堅

上久堅

上久堅

上久堅

千代

駄科

駄科

長野原

時又

桐林

上川路

川路

下瀬

山本

山本

信州設備工業㈲

㈲長谷部住設

㈲伊賀良設備

奥田興業㈲

㈲山口技工

㈲共栄設備

㈲若林管工

㈲宮下管工

酒井ホームサービス

㈲川田設備

㈲コスモ建設

㈲北沢水道設備

㈲大原管工

飯田給排水故障修理㈲

上郷管工㈲

㈲登工事店

㈱中央住設

協和設備㈲

イヅミ機械販売㈱

㈲伊久間管業

井坪設備工業㈲

㈱飯田ボイラー

㈾丸五商店

油屋プロパン店

丸光商事

㈱近藤工務店

㈲神和創建

㈲高森設備

南信冷熱工業㈲

日幸設備㈱

㈲菅沼燃料設備

ウチヤマ設備

宮下設備

㈲タナダ工業

システム管理㈱

メイコー設備㈲

㈱豊本

松下設備

㈲むかいや設備

２５－８６６２

２５－８８４８

２５－７９４０

２５－３０４３

２８－１２５０

２５－６６６２

２５－７２９７

２３－２７２１

２１－７３８７

２３－７０８７

２５－６８６１

２２－０７６５

２４－７９３２

２２－３５２７

５３－６５４０

２２－６１６９

２４－２８４３

２２－５８３９

２４－８１００
０９０-８８５３-１０６７

２２－４０２３

２３－０２１１

0260-34-2050

0260-34-2166

0260-34-2008

0260-34-2208

３４－１１２６

３５－６１１０

３５－４０１０

３５－５１７７

３３－２０６５

３３－４５１７

３３－４１２２

３５－４５５０

４３－４５５１

0260-27-2260

0260-22-3111

0260-22-3789

0265-88-3600

鼎中平㈱平和住設工業飯田営業所 ２３－１５９８

工事・修繕は、上記指定工事店にご依頼ください。所在地区別に指定工事店を掲載しています。

主税町

橋北・橋南･羽場・丸山・東野

座　光　寺

松　　　尾

下　久　堅

上　久　堅

千　　　代

竜　　　丘

川　　　路

三　　　穂

山　　　本

伊　賀　良

鼎

上　　　郷

南　信　濃

市　　　外
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りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコカフェ Info
りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話 ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各１０人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

ちょっと

　　　エコ
な生活

をちょっと

　　　エコ
な生活

をちょっと

　　　エコ
な生活

を

信
州
ガ
ス
㈱
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

武
田
あ
か
ね 

さ
ん

９月２日㈫より申し込み受付開始します

地
球
に
や
さ
し
い

「
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
」

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
と
は
、

環
境
に
配
慮
し
、「
買
い
物
・

料
理
・
片
づ
け
」を
す
る
こ
と

で
す
。

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
身

近
な
食
に
つ
い
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
切
り
口
に
考
え
る
こ
と

で
環
境
に
配
慮
し
た
食
生
活

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
で
す
。

買
い
物
で
は
、地
元
で
と
れ

た
旬
の
食
材
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
地
元
産
食
材
は
輸
送
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
少
な
く
新
鮮
で

あ
り
、
旬
の
食
材
は
栽
培
の

為
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
な
い

だ
け
で
な
く
美
味
し
く
て
栄

養
豊
富
で
す
。

料
理
の
時
は
食
材
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
上
手
に
使
い
、ゴ
ミ

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。食
べ
ら

れ
る
食
材
の
皮
や
葉
、く
き
な

ど
は
捨
て
ず
に
使
い
ま
す
。鍋

を
火
に
か
け
る
時
に
は
蓋
を

し
、水
滴
を
拭
い
て
か
ら
火
に

か
け
る
と
、熱
効
率
が
向
上
し

省
エ
ネ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

盛
り
付
け
た
料
理
は
、
残

さ
ず
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。
片
づ

け
で
は
水
を
大
切
に
使
い
、排

水
を
汚
さ
な
い
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。油
で
汚
れ
た
食
器
は

重
ね
な
い
よ
う
に
し
、食
器
の

汚
れ
は
古
布
等
で
拭
い
て
か

ら
洗
う
こ
と
で
、使
う
洗
剤
の

量
も
減
り
、
環
境
と
お
財
布

に
も
エ
コ
で
す
。エ
コ
・
ク
ッ
キ

ン
グ
は
自
然
の
恵
み
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
、キ
ッ

チ
ン
か
ら
は
じ
め
る
エ
コ
で
楽

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
。地
球

に
や
さ
し
い
こ
と
、あ
な
た
の

キ
ッ
チ
ン
で
も
今
日
か
ら
は

じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う

９月のエコカフェ

★心も体も笑顔にしましょう！！
～エンジョイ！タヒチアンダンス～
日時：９月１６日㈫

①１０：００～１１：３０
②１３：００～１４：３０

講師：飯嶋 幸さん
参加費：３００円
持ち物：タオル・飲み物・運動のできる支度

★つぶつぶに輝く南信州もち米とこきびを使った
ボリューム満点！！さっちゃんのおはぎ
日時：９月１９日㈮

①１０：００～１２：００
②１３：００～１５：００

講師：酒井敏絵さん （菓匠 赤門や）
参加費：６００円（抹茶、お土産付き）
持ち物：エプロン・三角巾

★南信のおいしいお菓子と共に和の文化に触れる
～煎茶を楽しみましょう！～
日時：９月２０日㈯ １０：００～１２：００
講師：横田伊勢子さん

（煎茶道方円流）
参加費：５００円

★地元工芸の水引で意外と知らない使い方を学ぼう！
～おしゃれなストラップ・アクセサリー作り～
日時：９月３０日㈫　１０：００～１２：００
講師：飯田・下伊那水引部
参加費：７００円
持ち物：はさみ・あれば目打ち、

先の細いペンチ

★身体も心もゆるまる陰ヨガで
気の流れを整えましょう！！
日時：１０月３日㈮　１０：００～１２：００
講師：原 志保子さん
参加費：３００円
持ち物：タオル・飲み物・動きやすい服装

★電磁波が出ないスチームオーブンで作ろう！
～蒸し野菜と蒸しケーキほか～
日時：１０月８日㈬

①１０：００～１２：００
②１３：３０～１５：３０

講師：阿部恵子さん
（オーガニックショップてくてく）

参加費：５００円
持ち物：エプロン・三角巾

ちょっと

　　　エコ
な生活

をちょっと

　　　エコ
な生活

をちょっと

　　　エコ
な生活

を

※

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
は
東
京
ガ
ス
㈱
の

登
録
商
標
で
す
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１３：３０～１５：３０

１８：３０～２０：３０

１３：３０～１５：３０

１８：３０～２０：３０

１３：００～１４：３０

１９：００～２０：３０

持込パソコン初心者

持込パソコン経験者

●ご自分のパソコンでワード・エクセルの基礎を学びます
　（文書の作成・グラフ・住所録・はがきの宛名など）

●ご自分のパソコンで実用的なワード・エクセルの
利用方法などを学びます

火（１２回）

火（１２回）

水（１２回）

水（１２回）

火（１２回）

水（１２回）

１４,８２０円 １,０００円

英 会 話 
●これから英会話を始めたい方が対象です
●外国人講師から楽しく学びます

１８,５２０円 なし

講座名 内　　　　　　　　　容 時間 受講料 教材費曜日

●文化教養講座（１０月～１２月）　３カ月単位

◆問い合わせ　飯田市桐林勤労者福祉センター（サンヒルズいいだ）　　　０２６５（２６）７０９０　　◆申し込みは、事務所まで直接お越しください。
◆サンヒルズいいだホームページ　http://www.mis.janis.or.jp/̃sunhills/

サンヒルズいいだ各種講座受講生募集　

宮坂千穂

講師

外国人講師

●初心者の方大歓迎、フラダンスの基礎を学びます
●ハワイアン・ミュージックに合わせゆったりと踊るので、心も身体もリラッ
クスできます。意外と運動量が多く、シェイプアップ効果も期待できます

講座名 内　　　　　　　　　容 時間曜日

フラダンス入門

教材費

実費

５００円

受講料

●健康増進講座（１０月～１２月）　３カ月単位　

講師

１９：００～２０：３０火（１２回）中　国　語
●自己紹介や挨拶などやさしい日常会話を中心とした内容です
●中国遼寧省出身講師から正しい発音を学びます

吉川陽子 １２,３５０円 実費

リボンレイ
●１０～１２月は休講します
１月から再開します

下平富美子

１４：００～１６：００第１・３水（６回）
香　道

（志野流）
●香席での作法を学ぶ入門コースです
●数種の香木を組合せ、香を聞き分ける組香を楽しみます

久島智子 ５,８４０円 １,０００円

月（月３回全９回）

日（月３回全９回）

１０：４５～１２：００

１９：３０～２０：４５

横田佳代

代田美幸

●初心者を対象に基礎から学びます
●ブルースとジルバから始めます

社交ダンス １０,３７０円火（１２回） １３：３０～１４：３０若山晶子

なし
●ストレッチや簡単筋トレでカラダを引き締め、ココロもリフレッシュ！
●腰痛・肩こり・ひざ痛などの予防・改善により、姿勢も若くさっそうと
歩きましょう

リフレッシュ★若返り
トレーニング

１２,９６０円水（１２回） １３：３０～１４：４５牧内隆雄

９,２６０円

●ハワイアン・ミュージックに合わせゆったりと踊るので、心も身体もリラッ
クスできます。意外と運動量が多く、シェイプアップ効果も期待できます

フラダンス初級
月（月３回全９回）

月（月３回全９回）

１３：３０～１４：４５

１９：３０～２０：４５

横田佳代

代田美幸
９,２６０円

講座名 内　　　　　　　　　容 時間曜日 教材費受講料

●文化教養講座（１０月～３月）　６カ月単位

講師

茶　道
（表千家）

華　道
（池坊）

着　付

書　道

水　墨　画

平沢宗栄

三村千恵子

矢澤礼子

吉田秋嶽

坂巻春光

飯島玉善

●毛筆書道の楷書、行書の基礎を勉強します

●水墨画と墨彩画を描けるように、基礎から楽しく勉強します

火（月３回全１８回）

第１・２・３金（１８回）

第１・２・３火（１８回）

第２・３・４木（１８回）

第２・３・４木（１８回）

第１・３火（１２回）

第２・４月（１２回）

第２・４木（１２回）

第１・３水（１２回）

第１・３水（１２回）

１９：００～２１：００

１４：００～１５：３０

１９：００～２０：３０

１４：００～１５：３０

１９：００～２０：３０

１４：００～１５：３０

１９：００～２０：３０

１４：００～１５：３０

１９：００～２０：３０

１２,９６０円

１２,９６０円

１５,１２０円

８,６４０円

８,６４０円

実費

実費

実費

１,２００円

１,２００円

油　絵 齊藤正史
●油絵を描く楽しみを自分のものにしてみませんか!
●道具の扱い方からていねいに学びます

日（２４回）

日（２４回）

１０：００～１２：００

１３：３０～１５：３０
２５,９２０円 実費

煎　茶　道
（方円流）

平沢喜久子
●日本では、約３４０年の歴史を持つ風雅な煎茶道を楽しみながら、
優雅なひと時を過ごしませんか

第２・４水（１２回） 　９：３０～１１：３０ ９,７２０円
１回
約５００円

●日本の伝統文化の茶道を楽しみましょう

●お花と心をつなぎ、あなたのオアシスを見つけましょう

大　正　琴
（琴伝流）

飯嶋彩弦
第２・４水（１２回）

第２・４水（１２回）

１３：３０～１５：００

１９：３０～２１：００
１２,９６０円 １,８００円

●数字譜を使ってレッスン。初めての方も安心、やさしく学べます
●なつメロや唱歌など美しい音色で楽しめます

●和服の着方、いろいろな帯の結び方を習います

※ 受講者が極めて少ない場合は、開講出来ないことがあります。また曜日、時間などの変更もありますのでご承知おきください。
※ 「サンヒルズいいだ」では、温水プールでの一般遊泳・無料浴場もご利用いただけます。
※ 飯田勤労者共済会の会員の方は、年度（４月～翌年３月）１回に限り受講料の半額（２,６２５円上限）の割引が受けられます。申し込みの際、会員証を提示してください。
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１９：３０～２０：４５

パワーアップダンス
●ハードな振りを覚えて楽しく踊ります
●ストレッチで１日の疲れをリセットしましょう

１３：３０～１４：３０

１９：３０～２０：３０

１５：００～１６：１５

１９：３０～２０：４５

第２・４木

第１・３日

第２・３・４水

第２・３・４木

エンジョイ
エアロビクス＆ダンス

●エアロビとダンスでシェイプアップ！
血行を促進し冷え性やむくみの改善、肩こりを緩和します
●ピラティス＆ストレッチで身体機能を改善し引き締まった
理想の身体に…

エアロビクス
●しなやかで美しい理想体型をめざし太りにくく、
エネルギー効率がいい遅筋を鍛えましょう
●エアロビクスで楽しんでトレーニングがテーマ！　

ビューティ
エクササイズ

●エクササイズで楽しく、美しいボディをめざしましょう
●下半身を鍛え、バランスのとれたカラダに！

フリースタイルダンス

ダンスでエンジョイ
●今流行の曲に合わせ楽しく踊ります
●筋力アップトレーニング＋ストレッチ

●ジャンルにこだわらず曲に合わせて楽しく踊ります
●筋力アップトレーニング＋ストレッチ

３,９１０円

４,１２０円

週２回コース
７,２００円

週３回コース
１０,８００円

ヨガ

花架拳＆

練功十八法

●ヨガとマッサージで心身のバランスを整えて、
自分で自分の体をメンテナンス

●武術の型を美しく舞う健康法です
●ゆったりとした音楽にのり、健康で前向きに生きられる
楽しいカリキュラムです

１,５５０円

３,２４０円

宮沢久美子

ＭＩＹＵＫＩ

西浦勢津子

１３：３０～１４：４５金健康カラテ体操
●空手の型を取り入れ、柔らかくゆっくり動く健康増進体操です
●老若男女を問わず無理なく楽しめます

４,３２０円嶽野英樹

福島　瞳

週１回コース 週２・３回コース講座名 内　　　　　　　　　容 時間曜日
受講料

講師

１０：３０～１２：００金

火

土

水

１９：３０～２１：００

１９：３０～２１：００

水

金

１０：３０～１１：４５

１９：３０～２０：４５

金

土

１２：３０～１４：００

１７：３０～１９：００

●健康増進講座（１カ月単位月々更新）　随時申込受付けています

１１：００～１２：００

１４：００～１５：００

金

●泳げない人でも大丈夫、無理なく効果的な指導で
泳げるようになります
●健康づくりにも最適です

リフレッシュクラス
●５０代以上の方、体力不足の方にお勧めです
●水中歩行から始め、泳ぎなどの水中運動を取り入れて
無理なく進めていきます

腰痛・肩こり
改善クラス

●体力に自信のない方や、肩こり、腰・股関節・膝の痛みで
お悩みの方でも安心して参加できます
●歩行＋体操＋簡単な泳ぎを組合せながら徐々に体力アップを目指します

週１回コース 週２回コース講座名 内　　　　　　　　　容 時間曜日
受講料

水　泳

週２回コース
６,４８０円

４,３２０円

●健康増進講座（１カ月単位月々更新）　随時申込受付けています

田中千尋

講師

月

１１：００～１２：００

１４：００～１５：００

火・木

木

１４：００～１５：００火

カカケン

レンコウジュウハッポウ

※ 受講者が極めて少ない場合は、開講出来ないことがあります。また曜日、時間などの変更もありますのでご承知おきください。
※ 「サンヒルズいいだ」では、温水プールでの一般遊泳・無料浴場もご利用いただけます。
※ 飯田勤労者共済会の会員の方は、年度（４月～翌年３月）１回に限り受講料の半額（２,６２５円上限）の割引が受けられます。申し込みの際、会員証を提示してください。

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　　０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　　０２６５（２３）３５５２

★秋の人形劇まつり　第１弾
期日 ：１０月１１日㈯～１３日㈷
会場：飯田人形劇場ほか

◎せかいの劇場＆一人芝居人形劇特集
フランスで、日本で活躍する一人芝居の特集公演
出演予定：フィリップ・サーモント（フランス）／

トロッコ／トモキチ劇場／なにぬの屋

★秋の人形劇まつり　第２弾
期日：１０月１８日㈯・１９日㈰
会場：飯田人形劇場ほか

◎沖縄人形劇団かじまやあ
「チョンダラー」上演 とお話し

★わたちゃんのダンボール獅子舞ワークショップ

獅子頭づくり：９月７日㈰・１３日㈯・２１日㈰
獅子舞の練習：１０月４日㈯・５日㈰・１８日㈯
発表：１０月１９日㈰
会場：川本喜八郎人形美術館エントランス前

★こま撮りアニメーション・パーフェクトコース

８月下旬から始まっていますが、本格的始動は９月下旬。
９月から３月までかけて、こま撮りアニメーションで飯田の
ＣＭ制作に取り組みます。
みなさんの新しい感性で、ふるさと飯田のＣＭをつくろう！

いいだ人形劇フェスタ２０１４も終わりました。地元劇団
のみなさんやスタッフの皆さんも一息ついている頃でしょ
う。今年のフェスタでは、素敵な人形劇に出会えたでしょ
うか？さて、秋も人形劇の公演やワークショップが目白押
しです。是非たくさん参加してください。
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※材料がなくなり次第終了します

みたらしだんごづくり
９月２１日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：１５０円

窯焼 きピザづくり（さば缶トマト）
１０月５日㈰
１０：３０～１２：００受付
材料費：３００円

窯焼きスコーンづくり
１０月１２日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：２００円

秋の虫調査隊
９月２８日㈰　①１０：００　②１３：００
参加費：３０円（保険料）
集合場所：なかまの館
講師：四方圭一郎　（美術博物館学芸員）
※雨天時は室内でおはなし

結いターンブーメランを作ろう
９月６日㈯　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

偏光板のステンドグラスを作ろう
９月７日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

ピッカリテスターを作ろう
９月１４日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

マクスウェルのコマを作ろう
９月２０日㈯　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

ピョコタンを作ろう
９月２１日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

ベンハムのコマ作ろう
９月２８日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

読書の秋！お気に入りの本を紹介しよう
９月２３日㈷
①１０：３０集合　②１３：３０集合
持ち物：お気に入りの絵本

ラミネート押し花のしおりづくり
９月２７日㈯
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

ハロウィンの飾りをつくろう
１０月１１日㈯
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
参加費：１００円

オリジナル缶バッジをつくろう
１０月１３日㈷　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
参加費：２００円

羊の毛でアクセサリーづくり
９月２１日㈰・２７日㈯・１０月５日㈰・１３日㈷
１１：００～１７：００
材料費：６００円～　　場所：なかまの館
主催：アトリエＲｕｒｒｅ

手づくり帽子をつくってみよう
９月２７日㈯　１０：００～１６：００　　材料費 ：２,０００円
対象：成人向け　　場所：どんぐり会議室
講師：中島久美子さん　　※要予約

西田さとみ　秋の胡弓コンサート
１０月４日㈯　１２：３０～１３：３０　　場所：なかまの館
出演：西田さとみさん

けん玉教室
１０月４日㈯　１３：３０～１５：３０　　場所：なかまの館
主催：アップルけん玉クラブのみなさん

ジェルクラフト体験
１０月１３日㈷　１０：００～１６：００　　材料費：１,０００円～
場所：なかまの館　　主催：リアリゼーション

秋の植物調査隊
１０月４日㈯　 ①１０：００　②１３：００
参加費：３０円（保険料）
集合場所：なかまの館
講師：池野　嵩（美術博物館学芸係）
※雨天中止

理科実験ミュージアム

食の工房体験学習

森森探検隊

◆◆◆　理科実験ミュージアム問い合わせ先　◆◆◆
生涯学習・スポーツ課　 内線３５７９

市民の皆さんによる活動

１０月１３日㈷は、第６０回風越登山マラソン大会のため、
午前９：３０～１１：００頃まで園内は車での移動ができな
くなります。ご協力をよろしくお願いします。

お知らせお知らせ

材料費・参加費については、特に記載のないものは無料

NEW

NEW

NEW
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
　http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

シカの角でキーホルダーをつくろう！
９月２７日㈯・２８日㈰　１３：００～１５：００
材料費：１個２００円
予約：９月１３日㈯から予約受付開始

（電話または受付用紙記入）
※小学校低学年以下は保護者同伴

２３日は乳酸菌の日
リスザルにヨーグルトをあげるよ。
９月２３日㈷　１０：００～　（雨天中止）

ハロウィン
１０月１日㈬～３１日㈮

ジャンボカボチャの展示
１０月１日㈬～３１日㈮

はねはねしおり作り
１０月４日㈯・５日㈰
１３：３０～１５：００
（雨天中止　※小雨決行）
個数：１人１枚まで
※材料がなくなり次第終了

ブリちゃんのお散歩
１０月４日㈯・５日㈰
１３：００～１３：１５

鉄道の日記念 「豆汽車と写真を撮ろう」
１０月１１日㈯～１３日㈷
１２：００～１３：００

芸術の秋！パレットおじさんの水彩画教室
９月２０日㈯　①１０：３０集合　②１３：３０集合
持ち物：絵の具セット
講師：パレット（公園スタッフ）　※要予約

秋の鉱山巡り
９月２０日㈯　９：００～１６：００
対象：高校生以上
講師：今村理則 （元かわらんべスタッフ）
内容：鉱山跡に行って鉱物を観察します。

サワガニの観察と飼育
９月２７日㈯　９：００～１１：３０
対象：幼児～成人
講師：中村貴俊 （かわらんべスタッフ）
内容：サワガニをとって飼育してみよう。

絵手紙講座
１０月２日㈭　９：００～１１：００　対象：成人
講師：黒河内秀幸 （日本絵手紙協会）
内容：絵手紙を楽しく描きます。

不思議な生物プラナリア
１０月４日㈯　９：００～１１：００
対象：幼児～成人
主催：天竜川上流河川事務所
内容：再生する生物「プラナリア」を見つけて

飼育してみよう。

秋の星と月食観察
１０月８日㈬　１９：００～２０：３０
対象：小３年～成人
講師：今村理則 （元かわらんべスタッフ）
内容：皆既月食や秋の星を観察しよう！

秋の鳥の観察
１０月１１日㈯　９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：信州野鳥の会
内容：モズやジョウビタキなどの野鳥を観察します。

ビーバーの巣直しみれるかな？
１４：４５～　ビーバーの活動開始時間によって、変更する
場合があります。

フサオマキザルのクルミ割り＆レモンこすりを見よう
１２：１５～ （雨天中止）

モルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあい
１１：００～１２：００ （雨天中止）

ウサギのふれあい
１１：００～１１：３０ （雨天中止）

ポニーのふれあい
１３：３０～１４：３０ （雨天中止）

みんなでリクガメをビッグにしよう！
１１：４５集合
人数：１日５組（各組１日１回づつ）
申込期間：前日の開園時間中まで
参加資格：１１：４５までに来園 できる方

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

森森子ども大学（子ども体験学習）

なかまの館体験学習

毎週土日・祝日のイベント

毎週水・木のイベント（４月～１１月）
かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴をお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。

NEW

１日
１５人

１日
１５組
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